
令和3年度
仙台市 町内会活性化講座（基礎編） 結果概要

12月1日（水）に町内会役員を対象とした「町内会活性化講座（基礎編）」を、太白区の会

場で開催しました。講座には34名の方にご参加いただき、Withコロナの地域コミュニティのヒ

ントについて講義を聴いたのち、グループに分かれてワークショップを行いました。

≪開催概要≫
⽇ 時︓令和3年12⽉1⽇（⽔）14:00〜16:00
場 所︓太⽩区中央市⺠センター⼤会議室
参加者︓34名
内 容︓講義／ワークショップ／発表・まとめ

■講義

■ワークショップの全体結果
ワークショップでは、7グループに分かれ、グループごとに

「Withコロナの町内会運営に向けた最近の町内会の活動や課題」

講師の(株)KITABA代表取締役 酒本宏氏から、コロナ禍で変化

した町内会を取り巻く環境や、町内会が抱える課題、課題解決の

ための考え方やヒントなどの話題提供が行われました。

●コロナ禍で取り組んだ活動
• 役員会は2回に分けて実施、班⻑会は書⾯にて
対応

• 敬⽼イベントは集まらずに紙⾯上で⾏ったり祝
物を渡すなど簡略化

• 清掃活動や資源回収、密にならない活動の実施
●コロナ禍でできなかった活動
• ⼈が集まるイベントや総会などの会合
• サロン活動、レクリエーション活動
• （町内会によっては）⾏事はほとんど中⽌

●課題やお悩み
• 役員の担い⼿不⾜、⾼齢化

• ⾏事に参加する⼈の固定化

• 担い⼿がいないため役員の⻑期化

ワークショップ全体のまとめ
●今後の町内会活動に向けて
組織の⾒直し
• 会員がどのような活動を望んでいるかアンケー
ト調査をする

• ⼦ども会、敬⽼会を合わせた会を作る
• 班⻑の中から役員を輪番で出す

SNSの活⽤
• グループLINEは便利なので、LINEを活⽤する
• 回覧の他にSNSを活⽤する

共感を得られる活動
• 防災訓練として芋煮会やおにぎり作りなどのイ
ベントを開催する

• 交流会イベント等は⼈数を制限して活動する
• 若者が集まるイベント、サロンを開催する

その他
• 若い世代を取り⼊れるために出席しやすい会議
⽇程の設定

• 地域包括⽀援センター、社協など外部組織と連携
する

太⽩区

と「Withコロナに向けて求められる町内会の活動や取り組みのアイデア」を出し合いました。

最後に、グループで出されたアイデアなどをそれぞれ発表し、全体で共有しました。

※グループごとの意見やアイデアは裏面をご覧ください。



グループごとの意⾒・アイデア
各グループでは、お祭りをはじめとした交流事業を中心に多くの活動が自粛や中止を余儀

なくされている中、コロナ禍でもできる活動をしていることが共通していました。また今後
は、SNSの活用や若者が集まるサロンの開催、外部との連携などの意見が出されました。

【活動状況】
• コロナ禍の中で今までの事業が
できない

• 防災マニュアルを⾒直し中である

【アイデア】
• SNSを導⼊し、LINE、Facebookを活⽤
• 地下鉄駅ができたことにより転⼊者が増加し
たため、新しい⼈のネットワーク作りを⾏う

Aグループ

【活動状況】
• コロナのため町内会内の活動は
公園清掃くらいだった

• 11⽉から⽼⼈会の「健康サロン」を開始

【アイデア】
• 不要な⾏事は無くすなど役員の負担軽減を
図る

• 若者が集まるイベント、サロンの開催

Eグループ

【活動状況】
• 情報発信に掲⽰板を活⽤し、
⾒える化・共有化を進めている

• ⾃主防災組織を作ろうと⽉に1回集まって話
をした

【アイデア】
• ⼦どもと⼀緒に楽しめるイベントを開催
• 地域包括⽀援センター、社協など外部組織との連携
• 活動の⾒える化

Fグループ

【活動状況】
• 三密防⽌のため、各種イベント
の開催を中⽌

【アイデア】
• アンケートによりニーズを把握し町内会で何
ができるかを検討する

• LINEなど情報発信の⽅法を検討する

Bグループ

【活動状況】
• コミュニティ祭りと敬⽼の集い
を少⼈数・時短で開催

• 敬⽼イベントの代わりにドライブスルー形式
で祝物を渡す

【アイデア】
• 回覧板形式ではなく個別に「お⼿紙」で渡す
など⼯夫する

Cグループ

【活動状況】
• ⽉に⼀度⼥性役員が要介護者や、
町内会で認定した⾼齢者を巡回、安否確認
している

• コロナで活動ができないため消毒液やマス
クを全世帯に配布

【アイデア】
• ラジオ体操の復活など誰でも参加できる活
動の実施

Gグループ

【活動状況】
• 総会、敬⽼会は集合せず書⾯で
⾏い、品物をお渡しする

• 役員会を実施する際は2回に分けて開催

【アイデア】
• 役員の⼊替を促すため任期をずらして更新
• 若い世代を取り⼊れるために⼦ども会と協
⼒し合う

Dグループ


